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顔師古急就篇注音韻考

大 島 正

1. O. 本稿は、音義類を資料として進めつつある唐代音韻史研究の一

環として、漢・史挽の『急就篇Jl4巻に付された顔師古 (A.D. 581一切?
の音注 (A.D. 627-644迄の或る年に成書。以下、『急、就篇注』と呼ぶ〉に

反映する音韻的特徴の一端を明らかにしようとするものである。

顔師古音にづいては、[顔師古『漢書音義Jl(A. D. 641成書。[以下、『漢

書』 と略称〉に関する小論に於て、 当該資料の範囲内で明らかとなっ

た特徴的様相を示し、その整理結果に基づき首顔師古音の体系が『切韻』

(A. D. 601成書〉の体系より遺かに単純なものであったらしいこと、そし

てそこから導き出される推論として、 Karlgrenや周法高の唱える『切韻』

長安方言説の疑わしいことを述べたが、そこでは得られなかった音韻的特

徴を示す音注の例も『急就篇注』には見えるので、ここに別稿を用意し、

上掲小論の補足を兼ねて報告することにした。

2. O. 以下、『急就篇並』に見える音注の内、整理の基準とする『切韻』

と体系上の「ずれ」を示すと解される例を声類・韻類の別に分類・整理し

て挙げるO 用いる中国音韻学の術語は特に断わらない限り慣用に従う O

2. 1.声類

戸類について、唐代関中音のイ本系を伝えていると説かれる慧琳『一切経

音義Jl(A. D. 788-810成書。以下、『慧琳』と略称〉の反切からも窺える
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特徴を示す例と然らざるものとに大別し、『漢書Jと対照させつつ示すO

2. 1. 1. ~慧琳』の反切からも窺える特徴を示す例

(1)層音の重層音と軽屑音との分岐を示すと解される例。同様の例は

『漢書』にも見える。

『広韻』の体系では重層音と軽膚音とは未分化であったために、帰字の

戸母が重屑音である反切の上字として、後に軽屑音化する声母(以下、軽

屠音化声母と呼ふりが用いられている例が多いが、それ等が『急就篇注』

で改められている例が見える。

井〔広〕府盈/卑盈 (2.11オ〕。錬〔広〕甫嬬/彼踊 (3.35ウ〉。卑〔広〕

府移/必踊(3.6オ)0d'J (広〕符悲/皮眉 (1.33ウ〉。革[広〕房益/歩

八 (4.14オ)0 癖〔広〕房益/頻亦 (4.18オ〉。使[広〕房連/頻綿 (2.

30オ〉。否[広〕符部/皮部 (4.8オ〉。燭〔広〕武項/莫項 (4.4オ〉。

後〉或は『広韻』に見える別音「普撃切《務・錫))J と比較し、《昔甲》

《錫》両韻通用の傍証例 (cf.2.2.1. (5)) とすべきか。何れとも定め難い

が今はここに置く。

このような例の見える反面、帰字の声母が重層音である反切の上字に軽

肩音化声母字が用いられている例も有る。

。『広韻』でも軽膚音化声母字が上字として用いられている例

庇〔広〕方鯨/悲倹 (4.32ウ〉。標〔広〕敷沼/敷沼 (2.14オ〕。畔〔広〕
後)

房益/扶亦 (4.27オ〉。使〔広〕房連/房連 (2.17オ〉。塔〔広〕武巾/

武巾 (3.18ウ〉。械〔広〕亡列/亡列 (3.17オ)0

め 『広韻』は「現」に作る。

。『広韻』では重層音声母字が上字として用いられている例

繋〔広〕謹孔/方孔 (2.30ウ〉。粍[広〕莫報/亡到 (2.12ウ〉。

(2 )正歯音三等系列に於ける全濁声母《船(休3)))((常(禅3)))の混同を

示す例。『漢書』に見える、《常》母字を《船》母字で、切する 1例について、

それが、「広韻』の体系に拠れば、顔師古音と同じ声・韻類に属す仮借字

4 

J 

f 



h弘、

.. y 

顔師古急、就篇注音韻考

の求められることから、この 1例のみを以てしては両声母の混清は推測し

難いと述べたが、『急就篇注jvこ下に挙げる例の見えることから、顔師古

音に於ける両者の混清は推測できそうであるO

術〔広〕食苧:((船》、…説文日邑中 常出《常》、邑中之道日術 (4.31

道也… ゥ〉

盾〔広〕食予《船》、干盾也 竪ヂ《常》、盾ー名敵亦謂之干

自H今努排也 (3.29ウ〉

{純[広〕常倫《常》 順倫《船))(2. 12ウ)}

(3 )舌頭音声母《泥》と舌上音戸母《娘》の混同を示す例。同様の例は

『漢書』にも見える。

撞〔広〕奴巧《泥》、撞首L 女孝《娘》、 荒子言無所屈撰也

(2.8ウ〉

( 4) II韻類開口と結合する牙音の口蓋化を示すと解される例。同様の例

は『漢書』にも見える。

閲〔広〕古克/居克(1.14ウ〉

2. 1. 2. r慧琳』の反切からは窺えない特徴を示す例
(1)軽属音声母《非))((奉》両母の音価上の明確な別を疑わしめる例。

『漢書』には《非))((敷))((奉))3母の混同を示す例が見える。

復〔広〕房六《奉》、返也、重也; 音幅《非》、 老復了者家有高年

又也、往来也、安也、白也、告 則鍋其子孫免賦役也 (4.35オ〉

也

(2)全濁声母の無声音化・無声帯気音化を示すと解される例。同様の例

は『漢書』にも見えるO

(2. 1)全潟戸母の無声音化を示すと解される例

a. <(並灰))<<督》両母混同の例

別〔広〕皮列《並入》、異也、離 彼列《督》、本文:饗化迷惑別

也、解也… 故新 (4.23オ〉
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機〔広〕犠各《督》、祷糧、経也 音薄《主主入弘 梼櫨柱上え堺也

(3.38ウ〉

ミ端》悶母混i符の伊j

〔広〕杜奨{窓弘厚総t包 音寺谷《端>>¥'厚緯士主く2.15ウ〉

め F急、就籍注Jには「苦手普徒柔反Jと見える。徒は{定》

c. ((従灰))((精》持母罷i可の傍証fFS〕

{銭〔広〕作木《精》

噌り

. 

/ 

d. <<崇(件2)沃))<<荘

〔広〕領，1]鳩

在従入J)(3. 2オ)}

2 )))関母誤認の例

仕救ぎ崇去》、疾歩
宅を〉

(3.45ウ〉

後) H急就鱗j主Jには「藤一 A作鶴仕救反j と見える。繰誌、 [)幻鋤;祐

《崇去》、馬表歩也、奔也c

e. (<常(禅3)))ま書く審3)))問母混持のlfU

〔広〕持夜《常》、除士主主費也
後)

《書》も賂也 (2.17オ〉

め 『広韻Jl~こは「貰 箭制切《望書・祭》、 民約弘、貸也、又粋夜切j と

は別に、「貰 神夜切《船・麻主役》、貰除也、賢也Jも見える。或は後者会ナ

9， <(船>)<<書主湾母議戸iの例とすべきかc何れとも定め難い ち- ~ 

'--'-

く。

f. <<霊灰))((見》持母語問の例

〔広〕欝奄《見》、書検、間3案封

題也・・・

(2. 2.) 

乱. ((立主王子))<<務))1湾母罷聞の{fU

務〔広〕敷悲《務》、

b. (<並灰))((接》需母寝間の例j

〔広〕誤妙《跨》、強取…

其問主牽上》、本文:

績家 (3.10ウ〉

と解される伊i
r 

《主主》、貌一名粧 (4.5ウ〉

額妙もミ並去弘治j亦劫也 (4.2幸

子十〉

c. ミ:竜三千))((透》同母護問の傍証伊j

{洗[広〕土万 《定))(2. 21 
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d. ((定灰))((透》両母混同の例

税〔広〕他魯《透》、徐稲

棟〔広〕特計《定去》、…又常棟、

子似棲桃、可食…

音杜《定上》、稲者有吉之穀穂名
快)

也亦呼露徐 (2.19ウ〉

吐計《透》、 様常棟也其子熟時

正赤色可唱俗呼潟山棲桃…(2.24

ウ〕

吋 『急、就篇注』には「音杜他戸反 lと見える。杜は《定》母字o

e. <<従平))<<清》両母混同の例

欝〔広〕昨淫《従》、説文目、大釜 村林《清》、甑ー名蹴亦謂之欝

也... . (3.9ウ〉

{鮪〔広〕白秋《従》 千由《清>)(1. 16ウ)}

2. 2. 韻類

韻類について、声類と同様、『慧琳」の反切からも窺える特徴を示す例

と然らざるものとに大別し、『漢書』と対照させつつ示す。

2. 2. 1. r慧琳』の反切からも窺える特徴を示す例
(1 ) ((宣))((合》両韻(所謂「一等重韻J)通用の例。『漢書』には両韻、

及び相当平・上声韻通用の例が見えるO
キ.)

櫨〔広〕苦童《蚕》、酒器也 丘答《合》、盛酒之器 (3.8オ〉

め或は「口」が誤まって写し伝えられたものか。

( 2) (<央))((皆》両韻(所謂「二等重韻J)適用の例。『漢書』には《夫》

《佳))((皆)) 3韻通用の例が見える。

塘〔広〕古喝《央開》、 4建牛 音界《皆開去》、劇牛也 (3.47

ウ〉

{蓋〔広〕丑棺《央閲》 丑芥《皆開去))(2. 4オ)}

(3 ) ((支))((脂))((之))3韻通用の例(但し甲:乙の対立に混乱はない)。

『漢書』にはこれ等3韻及び《微》韻の通用例が見える。ここでも甲:乙の

7 
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対立に混乱はない。

疾〔広〕 (mr湾弘 長手紙芝交関上》、

被 (4.29;;J-) 

《支持上》、関縛上也

こい

器等〔広〕卑履《騎関上》、殺外

〔広〕 《支玉誉弘

(3.28ウ〉

或作 音最弱震合》、繊錘以銭鶏鍾若々

人稽 (3.31ウ〉

教之主之》、裕一作持、…結謂議 丑飢 ((flli混》、総菖也

(2.18;;J-) 

め f念総篇注』には「沓紙又音究《主主・変幻 と見える。後者を

韻』の「疾怒移罪{掌・支》、設傷jと、前者会開蓄の 7疾 皆爽切Jと

比較する。

(4) 乙>)<(欣》持韻通用の例。!r諜書jには両韻、及び認さ弓入戸餓通用

の針が晃えるO
後)

〔広〕際欺<<J設公》、斬閥、又控… 居殿《真去》、鯵罵之帯也 (3.36

ウ〉

長) ~説文」には í-，嘗勝也...Jと見える。

(5)ミ営((錫》同韻選惑の針。同様の制は る。

〔広〕北激経易》も説文去、垣也、 必亦《昔》、

臼‘壁、時也…

〔広〕必読ま菅》、犠衣、説文呂、 音壁《錫》、

(3. 39;;J-) 

日主義

霊長衣也

後) !r広韻Jは

衣也 (2.おオ〉
/1 

に{乍る。

(6)牙資者r戸母とする豆議関口類の撤音化を示すと解される例。!苛様の

OiJは『漢書Jにも見える。(用例は、 2.1. 1. (4)を参態。〉

2. 2. 2. !r慧琳Jの反留から辻窺えない特識を恭ず倹j

c1 ) (<麻合》ま佳合》再韻適用の例。!潟様の錦は『摸警察iにも見える(但

8 
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L Ir急就篇注』に見えるのと同じ語の別音を示す例〉。

因に、『広韻』に見える通用規範は《麻》韻を独用と規定、『中原音韻』

では《佳合》韻は《麻2))韻と一類 (1家麻韻J)を成し、《佳開》韻は《泰

樹))<<皆))((陪))((夫》韻などと一類 (1皆来韻J)を成す。
後〉

蝿〔広〕烏嫡《佳合》、蝦膜属 烏瓜《麻合》、本文:水議科斗

調蝦基 (3.12オ〉

吋 『広韻』は「電Jvこ作る。

(2) ((昔))((職甲》両韻通用の例。『漢書』には見えない例であるO

因に、『広韻』に見える通用規範は《昔・清》韻は《麦・耕))((岡・庚》

韻と同用と規定、『中原音韻』では一般に《清))((蒸》韻は《青))((庚 3)) 

韻などと共に一類 (1庚青韻J)を成し、《昔))((職》韻は同音となって「斉

撒韻」に帰属する。

変〔広〕之石《昔開》、説文目、抱 之て《職開》、失調変之於火上也

肉也、人人肉在火上 (3.23ウ〉

( 3) <<脂甲)><(斉》両韻通用の例o Ir漢書』には《支甲))((斉》両韻通用

の 1例代来》母開口韻〉が見える。

因に、『広韻』に見える通用規範は《斉》韻を独用と規定、『中原音韻』

では《斉》韻は一般に歯音以外で止摂諸韻と同音になるO

批〔広〕房脂《目的、説文目、人粛 歩迷《斉》、漉費削眺荷也

也… (3.28ウ〉
23) 

(4)牙音甲類合口字の合口要素の消滅を示すと解される傍証例

占 {悶〔広〕戸萌《耕合》 獲耕《耕開))(2. 11オ)}

(5)全清戸母の上・去両声の混清例

撫〔広〕呼典《上》、在背臼幌、… 許見《去》、在被日照…(3.35ウ〉

3. O. 以上、『急就篇注」に反映する顔師古音の特徴的様相を見た。得

られた例証数は少ないが、幾つかの例外を除き、何れも中古音系から近世

北方音系への推移過程に於て見られる事象として説き得るものである。こ

9 
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こで明らかとなった特微と?言葉議jに泣映する特撲とを併ぜ考えるならば

る寝度訪飾として来ょうかと思う oZまにも長船))((常》

《勝寺》再韻の混同を示す鐸が兇えるの

って大いに参考となる。中でも、 f慧琳』の反歩〕からは窺えな

い特徴や示-tf:各二者は、梗・繋湾撲の合流、止・蟹爵摂の合流の先駆けと

解することが許されるならば極め く、 ると℃示唆的

である。そして、

たらしいとの推澱に大き

i主、

u-9'J韻』の体系ょっ議かに単純マあっ
ょうかと思Lう。

として夜る音義綴について

・研究がこれ諮にも成され、多くの見{).

ベき成果が挙げられているがも襲撃、そこでは仏徴によって著わされた一環

ら研究の対象とされ、これに対して、史籍などに付さ

よる として利用されることは少なし概ね等鵠に

付されてきたのであった。それは、このような音義枝が難字に対する

注釈を主たる磁的とするものであるために、得られる

って戸総全般企鰐羅ずるものではあり得ずも文、ま量的にも多くを期待する

ことはでをないのでそれ等による体系化は全く望めないと予想されたため

ろう。併しながら、資料の性質を弁え、整理の方法に誤りなきょう注

意して扱うならば、これ等は、これ誌の拙論が或 ょう

に、弘僧の音波に拠り

に光を滋て得るものと

より蓬かに劣る

された癒代音韻史では映し出されなし、側聞

ょう C 器より資料的価緩からすれば、護員欝など

るからi畿大評価。は厳に慎~ らな

L 、カ玉、 こ ところのない整理;む今後の唐音韻史研究に与って

とさるべ~少なからぬ資料を提供し得ると患う。

10 
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謹

1)唐代に著わされた音義類には、大別して、仏僧による一切経音義と儒者等によっ

て史籍などに付された音義注の 2穣が有る。ここで音義類と呼ぶのは専ら後者を指

す。詳しくは、拙稿「史記索隠・正義音頭考H東洋学報~ 55巻3号、 1972. を参

着。

2)顔之推 (W切韻』の編者の一人、『顔氏家訓』の著者〉を祖父と仰ぐ。その日常話

すところの言語は唐部長安に於ける士大来階級のそれであったと推考される。伝の

詳Lくは、 WI日唐書』 巻七十三本伝、及び『新唐書』巻百九十八本伝を参照。

1--- .3) W急就筋注』の成書時はその序にも見えず不詳であるが、その注叙に「秘書監弘

文館学土と護軍E良邪県開国子顔師古」とあること、顔師古がE良邪県に封ぜられたの

は太宗(在位:A. D. 627-650) の即位後であること(詳しくは顔師古伝を参照〉

の2点から、それを西暦627年から 644年迄の或る年と推定しておく。尚、本稿で

用いるテキストは「小学葉函」所収の『玉海附刻本』である。この他必要に応じて

「津逮秘書」所収本を併せ見た。

4) r顔師古漢書音義韻類考H言語研究~ 59号、 1971.r顔師古漢書音義の研究〔上)J
『北海道大学文学部紀要Jl17-1 (資料表を主とする〉、 1969.r同(下)JW同紀要』
19-4 (声類を扱う〉、 1971。以下、『漢書音義』に関してはこれ等の拙論に拠る。

5)ここで得られる音注例は断片的であって、所謂「系聯法|を適用しでも多くは期

待できない。従って止むを得ざる次善の方法として『切韻H以下、周祖談 WJ玄韻
校木附校勘記』中華書局、 1960.を以て代用させ『広韻』と呼ぶ〉に基準を求め、

そこに音注例を投影させることによって現われる「ずれ」の内、体系上の「ずれ」

を示すと解される例のみを採って考察の対象とする。詳しくは、 j出荷「顔師古漢書

音義韻類考」上掲論文、 pp.44-46を参照。

:6)以 F、『慧琳』に関しては、寅J卒伯『惹琳一切経音義反IJJ'iU 歴史語言研究所専

刊之六、 1931.に拠る。

7)テキストに見える個所を、巻・頁・表(オと略記する〉、英(ウと略記する〉の

別、のI1原に記す。

.8 )拙稿「顔師古漢書音義の研究(下)J上掲論文、 pp.14-15。

9) W広韻』と体系上の「ずれJを示す確証とは認め関心、が、中国語音韻史の史的変

遷に沿うと解される音注は傍証例として{ }に入れて補う。詳しくは、拙稿「顔

師古漢書音義額類考」上引論文、 p.15、 間l注11を参照。 尚、傍証例については意

味に関する記述を省略し、資料表に譲る。

10)本稿で用いる『広韻』韻類の類別の呼称の一つ。所謂「二等韻」はここに合まれ

る。詳しくは、拙稿「史記索隠・正義音韻考 資料表ーH北海道大学文学部紀要』
21-2、1973.p.29を参照。

11) W慧琳』に於けるこ等韻関口と結合する;f音の口蓋化に関する推測の根拠につい

ては、拙稿「史記索隠・正義音韻考」上掲論文、註28を参照。

11 
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12)軽暦音声母は、整理の拠り所とする『広韻』の体系では認められないが、記述ーと

の便宜から本稿ではこれを設けてある。

13)中古音の体系から近世北方音への推移の過程に於て、濁声母の平声は無声帯気音

化し、その灰声は無声音化するとー放に説かれるところに従えば、本例及び以下の

(2.2) b. d.は例外となる。尚、本稿は中古音に於ける全濁声母は無気音であった

とする説に従う。 cf.李栄『切韻音系』語言学専刊第四種、 1952.

14) ~急就篇注』に《従灰>><í精》両母が別音として並記されている例も見える。栽

才代反《従・代》又音再《精・代>>(3. 39ウ〉。唯、『急就篇注』には、以下に示す如

く、『広韻』の体系に拠ると又音が必らずしも別音を示すとは限らない例も見える h 

が、詳細は不明である。級 馳三反又丈致反(何れも《澄》母《至》韻)(2・15ウ入

五爾始移反又式支反(何れも《書》母《支》韻) (2・15ウ〉、需市縁反又市専反(何

れも《常》母 <<f~1>>韻)(3・5泊

15) cf. 註12

16) cf. 註12

17)韻目は平声績を以て上・去声韻をも兼ねさせる。但し、去声韻のみ韻及び入声韻

はそれぞれの韻目を記す。

18)図に、『広韻』に見える反切上字の系聯法による整理結果に拠れば、苦類と去類

の別は、古類と居類の別などと同様に余り明確ではない ocf. 陵志章「詮広韻五十

一声類H燕京学報』第25期、 1939.など。
19) l防音韻の内、等韻図に於て占める位置にJi![Jして言えば、四等欄に置かれる韻に見

える示差的特徴を甲、三等欄に置かれる韻に見える示差的特徴を乙と呼ぶ。その別

を示す必要の有る時は韻自に甲・乙の小字を付す。

20)引用は、丁福保編『説文解字詰林及補遺』台湾商務印書館、 1959.に拠る。

21) ~惹琳』、玄応『一切経音義』に《佳》韻字の反切下字に《麻》韻字の用いられて

いる個別的事例は見える。 cf.黄浮伯『慧琳一切経音義反切放』前掲書、 p.37、馬

法高「玄応反切考H歴史語言研究所集刊Jl20本上、 1948.p.407。
22) ~急就篇注』に《脂甲去>> <<斉去》同韻が別音として並記されている例も見える。

見 必至反《脂甲去》文博号f.反《斉去>>(3. 5オ〉。或は伝統的反切をそのまま記した

ものか (cf.~広韻』博計切又必至切〉。尚、註13を参照。 k.

23) cf.有坂秀世「暦牙喉音四等に於ける合口性の弱化傾向についてH国語音韻史の

研究J](増補新版〕三省堂、 1944.所収。

24)中古音の体系から近世北方音への推移過程に於て、全潟声母の上声は去声に転

じ、全清声母の上芦は上声に転ずると一般に説かれるところに従えば、本例は例外

となる。

25) この他、《日》母字の反切下字として乙類字の用いられている例〈妊 人禁反

(2・26ウ〉、弱如約反 (3・14ウ)"(この他、顔師古音に於ける《章》母の cerebral化が既

に起っていたとの推測が許されるならば、脇而灼反 (3・24的、餌 而志反 (2・20内

12 
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も〉などは顔師古音に於ける《日》母の cerebral化の有無について考察する上で

参考となろう。 cf.三根谷徹「韻鏡の三・四等についてJW言語研究Jl22・23号、

1953. pp. 71-72，拙稿「顔師宵漢書音義韻類考」前引論文、 pp.55-56。
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一一資 料 表一一

凡例

1 . この表は顔師古『急就篇注』に見える音注を『広韻』の体系に準拠し

て整理・配列したものである。

1. 1. 音注例にはテキストに見える個所を、巻・頁・表(オと略記)、裏

(ウと略記〉の別、の)1頂に示す。

2. 配列の方法・ )1関序は次の如くである。

2. 1. 韻類を1• TI ・illA.illB.Wの5類に大別する。

I韻類:東1屋1・冬沃・模・陪・泰・灰・痕没・寒(桓〉易(末〉・豪・

歌・文1・唐鐸・侯・登徳・軍合・談童、及び相当上・去声韻より成る。

E韻類:江覚・佳・皆・夫・削l錯・山賭・肴・麻2・耕麦・民治・街1甲、

及び相当上・去声韻より成るo

illA韻類:支・脂・之・祭・真(語〉質(術〉・諜櫛・仙普・宵・麻B・

清昔・庚B陥s・蒸職・幽・侵輯・塩葉、及び相当上・去声韻より成るO

illB韻類:東3屋3・鍾燭・微・魚・虞・廃・欣迄・文物・元月・文s・陽

薬・尤・厳業・凡乏、及び相当上・去声韻より成るO

N韻類:斉・先屑・甫・青錫・添伯、及び相当上・声韻より成る。

尚、 illA韻類は、声母が膚・牙喉音(但し子母は除く〕で韻図の四等欄

に配されているものには甲の、同じく三等欄に配されているものには乙の

小字を付して区別するO 木表ではこれを芦母に付して示す。'"

2. 2. 各韻類を十六韻摂に従い分類する。

2. 3. 各韻摂内に於て韻部に分類し、 縦欄に韻目を平・上・去・入の順

に配す。

2. 4. 各韻摂内に於て横欄に声母を配す。 声母名及び配列の順序は次の

京日くであるO

層音 i智・濠・並・明

14 
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J舌頭音 端・透・定・泥・来

舌音 l舌上音 知・徹・澄・娘

{歯頭音 精・清・従・心・邪

歯音{正歯音事荘・初・崇・生・侯

l正歯音量章・昌・船・書・常・日・羊

牙喉音 見・渓・翠・疑・暁・匝・影・子

3. 表中に音注を配する場所は、音注字の音が『広韻』の音韻体系に於て

占める位置に拠る。それが帰字の音の『広韻』の音韻体系に於て占める位

置と一致しない(即ち「ずれ」の見られる)場合には注記する。

3. 1. 注記は、

(1)当該音注がテキストに見える個所、

(2)帰字の『広韻』に見える反切、

( 3 )帰字の韻図に占める位置(声母・韻目・開合・等位入をこの順に

示す。

3. 2. ~広韻』の体系と「ずれ」を見せる帰字の内、

(1)意味上それ等の仮借字と解されるものが求められる場合にはその仮

借字を示す。その際はホ印を当該字の左肩に付して他と区別すると共に、

そのように解する典拠となった書目を記す。

(2)固有名詞である場合にはく人名〉、く地名〉などと付記する。

(3) r広韻』には見えない又音と解される場合にはその旨をテキストに
見える注記に従って付記する。

(4)本論で扱われている例については当該字の本論で見える場所を矢印

の次に付記する。

4. r広韻』に見えない文字は{ }内に入れる。又、『広韻』で別の字体
に作るものは o印を左肩に付して示し、その旨を当該字の表中に見える個

所に注記する。

15 
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I音主 主夏

通 才英

東 萱 iき 屋

常 )))し繋 2.30ヲ

官月 青木楚'1-.'オ、

Z、青、Lb す束 i束1/，1'1.ウ
メドム仁ヲ 大東菅3.16才 徒孔桶 3マ才 青i責1責2日オ

来 号足tj鹿3.5ウ

梓 作手し成、 3・lけ

え 右手工金エ 3.吋 号貢匿3吋 守谷較3.33才

音工生エii?
章 *ヲ{葉}'1-.13 

匠 胡谷穀;12

M4l 末|ん|
i垣根

日楳|娩
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、司P

顔附王言語意憲主篤注者謀議選手迭| |叶一
守株2

A土:l.2gオ|

3.35 

混 す奴驚3・附女又古寺3対

来 越川才

3.23;!-

特 i 3L組問

法!

..t I :攻千五乙吋 す右投3的

在

百台 3・2.'1-ウ

守詳し飢1.3(，ウ

試チ，:lg才

号「各議号事ぷウ

すノ主 長3ウ

」弘E ふ寸

扶吋 22
3) 

す歯す曹AF3Z4ま

(1) 稔 ( 2.11ウ)(広〕イも書、七万{畿支老若トー):Jt.イせZ香月1;1l ~ 2.1.2. (2.2.)d. 

(2) 酢(2、nヰ，ゑ葵塑致醜酢巷〕は1t王者トtll(後生害時…)
(3) 詐(3. 2'f寸，大駿謂之野)(えJcf. (2) 

(4) )II.. ('1-. I主主くスす)， J::五.¥，.-)も*"H幻古学初(え麻令ここ〉
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Jヒj、交"'f:g日紀1}J!:

蟹 摂

ロ台 〉年 ィ七

i逢 」Hに 乙ロー、 2合胃、ムロ 3.12ウ. イ也イ七 イ妥2川
~ 

j尼 万代同十2制

本 号来徳川ウ . ..， 

3¥!青 青去に栽 3.28オ 青iヰ執、;m
t足 才イ七試3.397

tx.ィ七教，3.17')
1¥午、 先代塞;;;

平 七亥吹2;l?ウ

L 青該荻3〕3l?ウ

51 苦イ七、 支欠1/-.97

生堂3.3/.オ

国主 す;年睦 2.227

E 明来初1/，2仲

ー

本開

i安 青貝沖3.'1-7

メ..... に- 帝大金*-1/-.2マオ

;見 奴帯余2.21fオ
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産自師宵総統緩注ミ著書義三号

出 l時叫
反 見昔 ?手

明 ヰ文。政3，1ま 。広青j"玉えバ持
可V

主品 丁E 堆 ωゥ 得体みを3的

音対 ζ主J.~o，

λ 付句 大田雄ょ 20.才徒探{宝章h討

守護 .3.事。ゥ

1ミ カ脅すま3泌す

務 内卒344オ

~t 賄;査問ウ チ封碍.3.1/.1寸

主主 ロ ，1主1.2'l'I

五封毛堂3的

ft 回宇 3.榊 針，緒川才

3.1~;f 

品販符 100オ
e 

~令

繋 す貝特2z;
号外ポがけ
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北大交，、'j:lm*L!.l}i

古外 月舎令ト』幻

j庵菅3例

制令 j奄3仰才

音令苓?2l才

(1) 栽(3.39ウ〈又守〉、救;薬治也)c別組才七万(精吟l羽一)x昨代、切

(2) 欧(3./9γ.. >:，<金玉、及桃木あl 市為之-~殻吹・ )[.141 詳豆七万(邪止l羽田)

又羊乙切

(3) 吉長 ( 3.19ウ、 cf.(2) ) [広〕苦哀切(渓ロ台l荊ー)

件) 卒 ( 3・“才、決羊t字歳也)[広〕子学七万(持術会四)'x g哉氏、余波こ切
(，) 特(3.仰ウ、特ニ京牛也)(幻十字韮七万(せ4--1朝一)

( b) 苓(2.2./才.官i-)も鴻苓〕は1.t，9ト七万(都本令ー〕

球技

f匡 イ良 ノ|長

J.. 青根深3.2吋

決 ロイ良墾 J吋

ぇ鬼 /1宮zじ 函 :17 
J又匂

暫 苦奔賞 3.32オ

立品 岩F見款l)24ウ
。対]:r，替:，d'H

定 徒j軍勢佐的 徒本篭 3.~オ

す屯軍大名3'1.オ

本 虚昆論tZ3
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ぼinrliIli:~th\由tilt:背 i~!考会

持 本且長Ji手2.2吋

持.2.2'[.オ

ノ主主耳 千l色、粋ωi

ぞ .:t 古j平手平2..2/'オ

i主 菩門号と 4旦7オ
L 

ロ民支/的

E主 虎j平3F2;2lウ

匠 古月本大心的 胡困よ困223

(1) 款 (仏 3ケ才、本文:敦淀川;2;1 者~c"t:t71 (J:品云鬼令ー)又者F困.者F回こ七万.

持土敦 C広li走:草七;q(~魂令ー) C，正佼玉、教;Ii' tt丈解字段氏:主品

(2) 章(旦‘ 21ウ、基繁j塁葦也辛而不章故事!'-;者不技士:号)c幻詐云七万(高条文令三う

ム摂

東 十百 ヰ令 基

明
1) 

莫干蔓 2.23ウ

主品 多安手草 2.26ウ
2) 

1F重症 1f-.?7

菅平手早 2.2材

定 徒旦角li.3ワウ

すイ旦角旦 3.7ウ

混 乃旦難1f-.2!5オ

求 オミ基まlJJ. Iオ
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Il:.、 足、イE鵠丈2桝

見

疑

…

恨

ょこ早特J.'f8tl七旦 イ子?たけ

帯主32

よ茎 ネ寺桂立吉守

f美日子恥f才|菅島あいザヂ

L茎関 2吋

朴1;関 2.1ウ

景;

主13.2/'

投|本

寄

明|謀官品交1/..2.Sタ

ムM
V

ふ
寸

作

げ

吋

品

r

e

ヘ

J

4

沫

報

本

申

出

品

目

内，

d
J
H

亨

才

s

m
刈

刑

判

刊

は

巾

山

内

0

2

U

弓

d

a

4

3

ω

幹

悼

辞

投

桟

必
ナ

i

也

子

ふ

で

必

ナ

W
1
3
t
涛

イ也j壬ヰえ3.31ウ

定 l後端 る

来| オ守杉里ウ

侍官室賛3./タi青纂等is才
災 i在官持:・3吋

ll.:.'、! 蒜歩lj 2.23きi

LIす 莞 3帥 i 乾 3.33:I' ..I.. 恥は!右 キ舌匹/37
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ヤ
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、a帳

剣山li!ri:~\l;定 j~W二;守議i三5

管工1.28ウiす守主セらい才

2.28ウ

τ重1.3/'ヰ
杉田4き

関沌 3.12宇仏16才

を3幻
非々.

完 3.11/.ウ

._2) 
ムlLJ. 3吋

J豆《
J手Lノ ，鳥雫立 3め|主71:抗 3.2'1";

ヰ克3./'ウ 軍主主主マウ

(1) 蔓 ( 2.23ゥ.苓蔓菅4k-B:j立与千本田楽寄3ζ百1);努〉はl~官切〔域格令ー〉

x殺JfJ:.ゆ

{立〉 護休、?ウ.}華然習を鶏也)(ぷ7却系b(議案約一)又了号「、了依おも:Jl.勢蓮

〔的多4t切〔端卒!羽一) cf. i.呈玉、書記伊淡文解t手段氏i主必

くの 粁(3. 2ウ、主主究手法粁) L本]右~七芳{え給純一〕

(ヰ) 行f( 1. 25'才‘〈人J，>) (j幻苓喜子切(浅草令尚一〉ス

(5') 格(3、ま才、祥雄枠換と7音装)(え11寺令切(材攻1約一〉又f主主吟七君

(も) 捜(3.32オ.将校も)c立3真llH千七万(特産会i翁→:x存政-1:;q

(，/) 篭 〔仏/るど ・撃髄 -~t~義生来;幸汝;事‘)(ぷ1 1;-玉え切{え挨令…〉

m 迂(3.37オ‘汲塗茎 培〉 は3脅甘え-l::!>(子え4トミ乙〉

交え 摂

口 一
時
一
側

一

一

蕊

小

ん学
卒、
v

23 



北大文令部紀婆

亡:i1j Iもも iβ

乏 l~t 2.12 

えを 吐畠青島3.的

長寄会1.1'1ウ 徒}IJ事3私立?

徒刀 !f.2'7 
A 

戦 3.21才

守おl~3~?2 川

ゑ 守勢勝3.2子守 す走

持 j乗3.1吋

x. 古走壱3附

i主 4告高 3.~ウ

疑 誉教養3.13:1'

暁 ロ乎報好1.1仲

守幸毛好3.18才

E 号豪競 '1-， 21ウ 号室嘉 13ウ

景3 帝襖 j萎事.6才

(1) ;jl (2.21オ、せJi.受以j北米沿わふまあJ督、之也)は3土万七4'(逢豪l荊…)ス

金李成七万 吋 2.1.2‘ (2.2.)c‘ 

系 摂

M 



護費師，J;若草就2議注務費目考

敬 寄 霞

脅 i皮我議長〉j:話
2) 

車、イ左簸3は

R丹
の

噴確3.1/.1才

J，占に凶' f走何蛇λ3仲

業 壱建議fいウ

保 才何妄 2・2材

;主 帝王守幸守2・4才 寺会哉、車寄2付

え、 J長 通

明 音麿場μIt

迭 会類主記 6'7

メ日にー 4主果硝iw才
震ち 特長持金h.3才

常藍{鎚h3才

;足 五貨殺 2φ:2.0'7

"" 

金 家主:委員 3.2才 時巣立主制

藤tJl..11/..才

持 子主人才主主/1ウ

j十 J主主人道J.事者才

{災 ti人主 3.22ウ
与.301'
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北大文令部紀要

1.1エネ室長ち 3・吋|青果桑 2，18オ

ネ
1.3'1-亨
lf.Jb守

i実 む差是寂/.I{，ウ

( 1) 簸(3‘4オ箕"pメ議室議a'i!去泰守"'， 3.伶ウー減措J高?賞ふ簸鴻)[お布火
七万(管寒令一h 持母t;l>

(2) 簸(3.材、 cf.(lJ ) (幻 cf.(1) 

(3) 嚇(3.軒ぷ滋所以ふ忠雄Fわメ磯〉は3緩iZt.)J (税iあ今一〉

(4) 議く tJ..ヂウイ''A.lる向者t-~-.宜主t.l銭イ〉討議刷、〕拡1 ~拭切(本文令ー〉

〈き) .tf青(3. 6ウ..tt.料?寄与来持閉経 )(JAlイセ寒匂〔主主系fトー〉

(6 ) 繍(3.約才、手主体来春3育毛こ橋H幻枕吹-¥:7，7(性会臨〕ス羊栓ゆ

写民、
ヰ
ヰ
ぜ

庭環 薬開 %開 委事問

誓 1専詩、問才

来 Zト 2，23ウ

月事3附

幸吉 3例

Jt 
時株国ウ|

革本3的

すj長嘗仏30宇

支3.1ウ

i乏 {セ?各 2，/.ウ

メ持長，一 を渚堂義124ウ 大各務2，31オ

26 
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f支出Ili，liネ1就I百11:i¥'ilti与

供32才|

徒各 λ 

f寺iふ皮 3・3?'I

京 かをま~ 220ウ T 

車掌宣V2帥

子桑料3りウ 。;L:lI'll:.特，1'1'1'? 

す食会tif.:l.ウ

fえ tぇ 鶏，.J肘 品各杵 3け
乍々か 3.11ウ

，lど 桑(平和3川 え主ト草寺:

を到来 3.33キ

{韓h32

長え 五時内 2.?オ 五各害F3.37ウ

季五官印 2.2~オ

境 古手各奉Fλ冷

，~;主主 173 苦患 3.31才

ψ話

y著令 ?事4ト 定令 室事会

，t 工型農潔う.2~オ

管写事 t4産2.ft，ウ

.，{;先~ 2.1け 。s.宮支 T措'JI'f午る

li す黄玉葉3.1的 報幹手宣J.'1-3オ

'zl 



.1と大文学官官紀要

(1) 4奪(3. 3まウ)(JZ. l 持、各七万〔努ま警!清一)~ぇ f育卒、何5本文ニ七万 吋 2.1.2.(2， 1.) a. 

(2) 偽(2. 2付くえを〉‘本文:量おA柊撒鈴錫)[広〕伶丞切{足手法約四〉。

cf. )え悲古ご P広報j品:f，Jl r~t毛、え主主党本域内Jtf4'-瓦等中営主主事争{学金暴，.lt説大金事‘

i呈 S主 ~1午鵠 J

(3) 度 ( I‘2け J吋ゑ秋ゑ削専百/蔓者一等、)悦]古:t'I:Jl(;IL~令一〉

jえ 立美

イ主 厚 全実

号令下寺tt3・付

端 了後突 3.3ft

兜事え私10幸

大f桑論 2.17オ

* ?各{柔婁 J.If&ウ ;会古寺瓦 3，対 音;島建1/.，9ウ
3， {，オ

す泰孝 3，6才

i妄♀川

1ヒ、 守支 {~}3吋 先立来初

歌弘?"J

え 古{主筆.3，$才 エ 五重 2け

を勃 f守t叫 古11実員奪引け

疑 科危抄i〉327

す{高骨J島.$， ~~才

28 
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級品Ili，I;~己主主滋?主音議i考

匡!昔保金集 J，3吋

事 I;如実歓 2け i於む歓'1030;t 

g 3E4 

、， (1) 捗 ( 3， 2'7ウ. 持'*総支)()な3莫え奪回〔苦月号i浜一〉

管 摂

[i 

革連崩3，2吋学

胡{手芸手間ウ

• 
(1)識はけ‘

(2) 主張 ( 3，2ウ‘ cf， (1)) Llt.1 c:f， (1) 

‘)(約者p斐Fゆ{議長幾i十)

c; 
け
内 思

ネ復シ 窓 選抜 ~ ¥ 

イも令全長事例

。広務 r恥 1，1下る f長乙夜草寺2司2昔寸

踏草者川町

2告



~t火文学総量:恐F

i定時1 2.3'7 沓ヰPJ手3.38

錫 J刈

i足 納専向3・3叫

-t f意思;壕 2.{，ウ
， 

，l二 蒜令争奪 J.Ij.'lウ iま沓草"A.2. 2?;十
J 

見i 志野 3.7才 E寺 1持 2.1'1-7ヱ沓令3ヲウ

i主 感心事本264 ム答ヰ主いオ

ロ感;玖:/.(，ウ

!I 下品;鍍'!-.I才 胡 /色立、)川寸

島す銘 1.j..3ウ

、品ふi必t 耳丈 関 JJ立t

主品 丁サ持:Li 丁;護持 3.叫

iま fセう芝支，3.23オ 手す

他殺葉山オ

Jpゐミ， {主1ナ設け2ウ

泥 方サ蒋九ゥ
b 

本 音月数錨"3.2ウ

え 者サ;甘-，2.2d 

『叩ふ-

30 



iU[(:l[i " i :~\統治 i 1: fH1i 1 考

ゑ

才芙

官射線 ;'JM 3季開

品川市 jJ;私的

-t!il鏑川

音す章生Fal:J吋

音 主宰3.'1-オ

事害.3.33才

於古来 多.3才

JtE - 主主弘主オ

き

¥I 

UU山

必

心開 産裁 ネ間関 宮主開

Jt. 歩ノ¥ 1/-.1吋

丈 キ3EZI??

生 マ?絞椴2.2材

，t よ詮支開λ1'1-";

竿M オ

一一」一一…一一一周

排除 :昔、令 2家令 鋒令

1l~ 4E i 骨量1f..2&1

}L giぃA時 2，/1.守

33 



疑

E 

斗」令

Iヒ1.:.，}，' ... ;: ì'fl)~1!. t>~ 

Ji.産、お 3.23才

主宰与 2yウ

J峯1.23ウ

半開令

寄 十専¥快‘ 担才

í~'! 41f;JOウ

(l) 草 (弘 1'1-才、衿ネ章一ゐ来最… L式為f科ド1IL) (広1)冬主主七万{議すれ靖国〕
(2，) *し ( 3.10ウ.f高卒し検湾象庁童家〉はJiM八七71(>I日生l羽ニ〉

3交 才長

為

女主 投!:討守

事手 初4交士事3ポ

生 支持 3け

菅川ウ

:t 古卯 i支3帥

王手巧校2id
E 境交 3.2/'7 胡孝本支λ/Sウ

ι一一一一一一

(1) 換は付)[制全又巧切c亙巧i荊品)Jl¥J料切 ~ 2.1.1. (3) 

34 



なtMi ，'iネ\~t íi.óýl'. l'\'ïli\ 考

い) ネ4iL(3.宮才)L>t1守子議士17(;主i主的-) -.， 2.2.1.(1) 

(2) 令 ( 1.幻才春秋手露天王イ史栄宇"3空会…)以1右耳耳切(底意向一)

(3) 耳発(1.9牛ウ，祝ゆF択耳事長シf主連乙...)l1- 1も鮮初{透議純一〉

五稲蒸

司t

摂

.~ 

エ \~与 そを

智 持角取J町オ

江騨 1.3ケオ|ーキエ夏虫札.18才

莫ェ哀を.t".>1才

啄♀仰ウ

吋
一
町
一
例

よ

3
品

工

工

品品

1

不

能

又

、

江止
E

。広報?を久iこiH

3.nt 

す員全員lL2付

ヰ角 3.387

在 i鵠きをいえ.13.17 ?卒{成h付

(1) 済 ( '1-. 2>1ウ....4'主主之主主主念日}z.14長角切(;主党問ニ〉
、‘

稜

イ全開 蟹開 圭ト繍

i J専設員立/ウ

帝程解2.9'7

31 



.Itl，交rf:必:毒己決:

す開 詩文期 Jト丞開

Jt す排俳5川

fn丈 是非 2.H y 

fztj耳、 主デオ

J. 工場桂?川/宇 界記m

す品川ウ

li 界 2.2/-'1 

イ圭4ト 蟹令 まト令

会耳金ト 24ま 2.1~ 才

3.1守主

法令 .鞍fト ，1を令

十譲捜3.1/.仲

お

(1) 蔓(2手才、努公孫基くλ品>)は1渓手書-t.)d徹夫総品)ゥ 2.2.1.(2) (イ受注例)

(呈) 年寄 (3.1f7ウ)は3をも切Lt失問品〉 ゥ 2.2.1.(2) 

32 



産自師向~~総議注者喜軽量ga

(2) 絞 ( 2、2/'ウ〈スを〉、衿古賀Z歪夜夜大者誇之イE付j，]、老3貫主L本支符ぃ)(JA 1令守七万

t見篠l荊四〕

イ区 接

痔織 ，，~絡 ネ再開

常 音忠孝~3.帥 十孝下柁3併 主U241Vオ
帝露邑 32守

3.30; 才

;事・巴才色 3チバ 3.32 
3.1'2才

音感。基 3.12;J-
J.必才

明 。対~ "UJI;れ

JL 古玉長寿~ J.if6ウ セ雅 1.3?'9 

古号 j五五 q..'1ウ が君主東川ウ

音府寝付

鷲1.2(7

J.23才

ロ乎雅開 3.6ウ

在 手加 U，艮!日止す 戸柁謀3;2?才
~ 

オ怠 i浮隠れ苦才

女長J.I2t

魚、良3.12ウ

jぜい

成令 委鳥令 ネも令

F歩兵し栂:3.的

35 



菜E;叫

。全域6:lA才

iヒ j、交:''I:m)K，'I!~

F 主 >1~iH

(1) 将 ( 3， 4-ウ火器語脅さと千秋以1ft育と漆"_ 3，21才 日草主主も…‘ 3句主門

悦金書i札 i、寺毛色、¥3.3け ま章表寧}守主二本入手篭J普1iz、 3.32十 一宮安材、老級tt草土、之

さと也、 3.ω オ .ii考f重~j)n，今之輪代家鍬，J1;.ミ室率セ‘ 3 ，1#， オ. >，，(j， 71 手犯罪ij~室協黙

が平宮北セ)(幻博下七dせ為淘ニ). "J普賢~ (接Jf皇子主義ヂ十滋争犠o!Jitω

1:\ 主 r 吸う主又又~t.TR.."とえ之久

的 互 い.39 '7、守子安静子制~i平準河内F教務夏、・く貴金))C広1 減殺~(波高岡ι) え

摂理七万

(3) 諜 ( 3.29才、諜A之内外事草色)l法]古iIll'.切〈

(ヰ) 瀬川け‘系議も)[却材坊C.{和恥)又合足、合言きとり
(5) 菜 ( J， '1-2才、ヰミ号車幸治本せ::.i;;考偽i'f+今之治李主菜鍬葉遣象也)(ぷ1tX切{筏

主;令、一〕

(1，) 堤(3./2才)[~{古鳥偽切〔彰イ金令ι) スア織t.ll →2，2，2. (1) 

オ更 蒸

友関 本支隊 映照 間関

す査3持'1-.25ウ

B~ 号7EYJ3?オ 莫白総 3.'才

絡 2.2竹

ftk み庚{事堂L刈

;1 丈農{玲b対

号: イ合本

L 支μ川 渡仏政ウ

古什秩 2.19ウ 菅ネ史 1~更 3.10ま
36 
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顔師古急就篇注音問考

下孟

下吏月行3・n

耕聞 正k開 ー?開 和1tlI

宅f 布言争 i差仏2?オ 布参管2.16，/I 

Aザ:i 守安時3.2，;

予p b責埼3的

1.， 古幸耳火 2件

j長 ロ耕企堅λ抑

直 j査耕関う川

J不~j .~豆砦 3.8; 。広す，:(r九"1:1H す足。杭3附

。広宵「札 1:1H 制1:.3.与の

耕令 弔く令 工事ら 歩令
ι 

イ具j宣虫園3./2ウ

.. (1) 束 (3.37;1-.家屋上梁也-A，開)c別府切(嚇!羽ー)ス試::4"1;刀
(2) 肉(2. 11才、ぃ渓者開講〈姓))(j幻ア萌t;U( I!耕令ニ)-，. 2.2.2. (4) 

成;摂

風; E悲 下合 J令

埜:令桔3叶

U 



北 l、交乍{'iI)*I!.~~・

4
4
 

仏
間

人守古

守
土
EYH 

J
凧が、

試古川主目

見

直

弟

][A 昔E類

よ摂

支開 14氏関 ;主問

暫甲 l以、調卑 3.6寸 井拝 ~3 吋

す停l-3吋

lぱ?守、辞1Ls 。広報 r~ト"l'j'H>

乙1t'.i:よ 月申子、立 2目?ウ

;t甲 E埠え wゥ

乙青披金皮 3.30才

帳 2.26オ

主甲 す女年 l単3.9ウ3.21す
3.与，7
与3ウ

乙す痕定 2.{'1 与Sオ

百月甲 莫~，芋 λ 19守 。.it昔ErfbJlご作る

3耳3.3/寸

乙す眉(堵}3.1/-/'7 

本 方知.現J財

{~ す高{椅}2.21{.オ
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滋1腕 ilî・ ~t続続波宮苦llll守幸

2.11才

ぷEL占SふtY)FL2j7才a 

七賜車IJ1/..10ウ

i材脇む?
)"j長!c d:重ヒ品川才、

む I，~秒縫.3.8才

築 μォ|片件付

24え ヂe立9'7 之政経J.~才

3.1亨号 事又 3.3Jf.オ

品|充 訪仏'1'7 す11金J3.'1ウ

芋 i 14識 2ぽ

針t.3.29ウ
I 0広報¥善意Jド1H

女急手多ち義 2.157 

至高 2的

言B 銚 3.29ウ

守 よニ支格 J.I?ウ

手 芋J長。まも 3.3ウ oJt殺す震え"l'iH 〉え致易:>-2.5*1

~3‘3ウ 七草支 易2.30

を移 併.2&ウ 。メヰ1r!食品!鳴る

5tc:.1 jこ宝今奇 3.35寸 会f奇

祈車九 3.33才

乙iは魅，3.{9tl 持 fえ3.2291誌等札21タ
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北大文学部紀要

守奇魅 3付

主義，，1す{義粧品d'l-tl守主柔軟』刑

事乙|於奇特 J.1f1f才|於持舟2け

で 子f皮革4)J4ウ

月主総

電ャ す上ヒ#ヒJ.事l;f

主与

孟守 官官止月~3・泌ヲ

統 '1-.'i'J 

乙皮ノ音都 λお守 皮議~ ¥守と.}V{，..，

守却がの#け 吾川オ

明乙

3登 ザ完，給111ウ 。広報rfきJF1'ね

特 争誉棄 2，20，オ

1¥ニJ

40 

互関

必5五五l2.2才

手，3./，オ

I恰主宰草:土オ

五五 事，付

す材料:]，31";

ト'lSウ
究$比 3帥

3，l位

常域経3抑

直刺殺 λ21f守

馬主- I敬 2.lSウ

丈致 i毛主え2的

すiEl t¥!!1 3，1，/'7 



顔師ïfl~語放矯主主音主義ヨ号

号車4ケウ

正F 守党残，3."5ウ

結石Eられcオ 営石良川口オ 1- 苦手付

E }ヰ附

主しマ 音九戸善計宇 京靖紘s:桝

之 ムヒ 士
l¥.:.." 

暫甲 井よ i牝12的

求 カ 楚 2.'1ウ

f散 穀毛二 g持?)2M

p霊と すヰ 仏守ウ 主吏季連3.39

10) 
~1J1士う辛 2.16ウ

11:，' 科主主主 18才 5 官丸. 思品.1才
ゆ

3.6ウ

;f~ 壱飼
食11)
3.1守

ゆ

と匝ιJ霊F{Et曹t よ主子主主弘B ，華々2宇 青第;宰川オ 保IJ 古t3.nラ

手ノ宇

。
TA斡番JJ 12i午る

知支議;21。
γ ドイ学長

g 吉元宅 金，42.10

子 〉メ二二斡 2辛子す 七、よ巳 3・19ウ

" ，乙 t疑乙 3.1?守
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棋其乙
素
惜
T

百
世紀

:

i

J

議
色
村
民
行
i

d
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ょ

fh
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い

乙可f
4

'弘一?

暁平

号p 3.38ウ

官
窓辺

、
可
札 弘主るギ

キiそ よ与す寸

核拡jが

仏書才

{キヒ12必

来iカ 3./0才iカ軌配線
*~4・ 6 :1' 1 o}主号室?ふも~I之作る i 

:蚤 i皐i在地 J.2ウ

守投金金持;榊
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itru1!1i ，'i :~\I;::U為 11:校詰I 与

)¥ニ、 告
4件、10ウ

音ま J.3ヲ今 ?介 も¥;;/.l<!t

戦仁官主tI/ウ

ζミ3主主主 .J，45す

音言ζ 日主よ，4'ウ

十ト主主 4μ

旦ヴ す道軌 3叫 -t千弘 与えより

3主乙 主体室長3，2.

子 品日λ 〆~t.丹- 子z育とμγウ

」

(1) 弊〈丘絞りは〕孝義b(管制約盟)スイ警捜匂 吋 2.2.1.(3)

(日) 蕉 ( 2.?ウ、持，智正窯)[お彼l民t71(守主令三〕

(3) J烹 {仏 21ウ)ciな1li jミt;d堂筋i徳之乙)Jt *移t;q 寸 2.2.1.(3) 

{ヰ} 蔦(/. 31，之、 J域社伶之1-f，官七}もJもす司![)，も子会穀") t立Jt偽物('f.:t
令)

. ∞ 算 ( 3‘品オくJ足音〉‘今誇之5華大巻四築，J庁首3手)CJl;.1 i専;古代).，(号哲学羽四〕
くb) 終 (弘主ウ‘叙-)もき星川)[え]華Æ~‘七7J ()寺jjlrl潟三)

〈マ) 続(3./2ウくス令〉、熱海，長也)Cえ7ム求匂(透捻間一)

(幻 聴く Jl/.!)才‘瀞。義験，~交瀧騨程) (幻体イ立切(主主令三):x.)是主主.冬季二切

(?J ，~希 ( .2. 11?;f i [京1*紙七苧(ftkR詰;司王乙〉 ザ 2.2.1.(3) 

(10) キ(2， //， 7. "，ぬと記長主主長官経競;宰所持品五〉ぬけ政七万〈むl句ニ).即位

ぐ5:r!l>L 1主r1JlLU主奇1-':):)"，1;英同¥

(11) 食(3. I玖菜食将τ寿子金金主)c判事支切〔本長i補習〕ス号ミキ切
(12) 冬 ( I珂ウ、走Uq事む民う7各)[}AJ J.支豆七万〔宅金よ!約三〕。後手もはJtfte.匂{娩

呉羽三三) & t立1:'主tF tU:::毒事1:段九i主a
(13) 搾(3. 3& ウ‘域防本象也本Jも)!，~車) r;l; J .it~息切{制旨令こ〕

(1め 章受(3.31利回1J:. jと匂{澄支令ミ)又，専念偽七草 吋 2.2，1.(3)
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~!;大文学館l~ほ姿

議接

争時

業 カ世 j草山付
~ 

持 J詰L 捧 2.20才

ア介停i殺 3./~'7

~ 制薦、iJ.i?才

き11 1.17オ

ニtE 2.1マ才

事告令

実ロ 了衛戦3J/.xf

子 1軒き禁事1'/

主事 摂

よ関車暴 孝?開 ?宣関 抗争持

旬 号j/賞 3寝与・3fl才 す華毒事2.2吋

Jt守 手i3¥ キヒ3チ79

帝牝路J.29 

E耳平 莫賓{事事}J時

も試巾J.~ .3.18ウ 。えすlr正義~Jl::イ宇る
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似品Ij8~~t就r.W:ì" iiiH 考

宅 メJ ぷ.6ウ

失v 。見込殺 λ18ウ

J.Jオ

子 い毛主自主♀/￥ウ

¥¥，:' I i怠刃 :i:s If. b才

言R~.l絞

:rF I I f余刃

)["1 I 

え 1 ~戸，，1日 i <> ゑ~ 3.1.才

専?よ2才よdチ

骨子較す?41吉守

島 i 害 i 時~+ 3.2材
常l守主宰M 才|時lZ菅川ウ

tl I J官刃勃 2，30ウ

対人時2i主主才 余忍草$1J.3/'ウ |音速 f失λ品?

す3

見乙i ヰ支え事!うJ
4) 

ノ毛繋草~13帥

.}: c. 1:苦 1.39'9
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~tA文学部1紀姿

。広報 r静:..1::待通 It十乙月)'2.10守

国草芭3.35

、士写 卒予令3事 賞る係?

本 会 14合川

i言文 -ft-1命捧ωゥ

キ青 子持 主総才

¥¥.;、 寄 3令2，i/-才 E、え l2.13才

理官 i色 I~)II 2，叫

主)11払川

』平巳町
之JL\~屯 2.2音寺

者告 町脅ば2.12'1 音速林、2.1伶|

同事何 ずし?7 出 1;計idjウ

見守 号?橘鳩山才

?実守 {命 よ3Rオ

ぎ甲 常時/豪雪If./'ウ 葵t義品?L.3ウ

案?ま
仏I~

'z.. 1/-.16オ

本開 弘31t

(1) 続 く3./6才、精之J長官官級対以玉重苦昔話古賀之政言葉言動手毒殺も、)[幻?且泰七万C;i'!

寺第i約二〉

(2) 紳 ( 3. 211才、紳突き事内も)[刻失人初〔ヰ~l.l司五三 )Ã受人ゆ.テキえいミ lま「月中音
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以nrlj ， !i;~'， J;\主主'~ttn初老

基}メノえA j ヒJlζ争. 井[;4]失人切

(3) 革:ll (-3 .36 ウ nl 誇 1;J.~;苦も) [ム〕今忍七，)1(手事す1~1 附)ス

卸 業方¥J. 3るでア)(ぷ i尽倣七万(，.t;勾河ミζ) ~ 22.1.(り

(>) I~屯 ( 2. 12 ウ、ふ毛織設.~t 献金量トくう主〉三毛 -1'F.!北 ) (Jl;) 常d会七万〈守主tt令~)

3ζ 之テ切 .~ 2.11.(2) i幸之丞仔れ

‘参 (&) 宿 {ふけウ)pえ]意:デ;'17(総i事令'=-)J王手を校七か""'7.2.1.1.(2)

{守('1-.31ウ)rよ主〕全学七万(者令三j 吋 2.L 1.(2) 

(8) 様 ( l/.. bウ、与豊富p0λ之J撃も)ぷJ}号待t.}J(え具令ぷ〉

(?) !l議 ( '1-. ~ウ、... ~会 3雪之君王J魚苦手童話作也 ) [Jl;) )叉峻切(e.免役l約百〉

心

仏新 1議総 34車問 許開

き恥 1B L 技3.'オ
i) 

{良子}iEli 112aj 

m亨 主宰 f主3吋

i主資 2.1守主

今工会事 {吏 2.30才

HA1f 音綿棒主計 O.広号室ヲLI'ih 亡す'!i車川

" 
き主 すか;予1]3日

会ロ 名 峨 3.￥2オ

1F34笈歯奈川ウ

金主 報?/手

精 3.1け

す嘉梯3.1ワオ

!¥e，、 十者手石造2.1'1-オ 私子1; 蒔λ33ウ

え判事3，22ウ
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北大交q:;~i;紀泌

す i 時速金Æ3， 1~ '7 li土芸品草3，1J.r; 

日 I 1命誌 l然，:1，1刊

すJ左決.1・/チウ

J.， 

j薬事

長是平

於J支 乱含~

イ中会 1議会

末 カ梓脅3川

すイ本格，3.3約

l¥:.' 

行 号意 3.5争

't，禄誌 3付 よ 忠孝1.3付

す専玄 3吋 時交{時1J..J.tヰ

すえ毒薬品け 答品 3.2~才

1"克{十年♀け

苦手i'l持}J付
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仏17ウ

五泉令

ぷL
註 持、品付

蒔子 J.30'7

，昔、事};鍬3，J付

詳令

??:与 J.併/才

す雪中条♀ fけ

二こ;与主主 3.1bウ

" 

" 



MiIllli，ljふ伏線iHi'級事

Jd¥‘AA7-Jト .l./) (1 ο1:;，綴r，哲也J"f!' 1， 

チ‘ψ十 ぺ持法己主i古川札付チヰ
OJ十 JY4，唱す 。攻守安¥れ '1'八丹 ぃi、主本

Jtfl lt 砕，~~ ~./け

しIi?.. Jl 1''1':: 3. 
字.3.2守守

事ノ川

立空宇i
4) 

す)jZ\，~ 棋;ふけ

子i I 吾?えμ7ウ

子1fbt玄J.3Y宇

{!) :gIJ (μ23才)(広〕皮列t;u(孟官事均三三}又;tJNt;q ゥ宮 i号、 (2.1.)~. 

(2) 繰(2. /1/.ウ.普氏百杭待石.;k.)[広1-.T:-箭ゆ{主主練!級王乙)スか:貨物

(3) 没く 2.15ウ.l誇3開戦没も)()主1r渓J乃管切(九五支令ー)Jζ奴議し初

{ヰ} 減(3.17才‘捕ま議:tl号制服雪量、~韮令都子書長老〉加古列b;(務官争奪ij .s)

笑

9除 i引い I~勺制全車 3削

j!安苧 ，~票 l.1tf才

Jt.f |頻妙射し?オ

Z二 子表蒸 2.3的

カ益支景3.2ウ
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本青 子 会主、 7・iウ

J、;Z主 ょとL皇 手，.!討す

'1f 0:$** J I，<lt 

i地

Jt 

害 i B~ tるじ亨

.It J、交"'l [m;):t!.~ぜ

手三 手?尺ふりウ

。z江守Ji!"馨 JI;:i~ ~ 

尺沼 ;2，1.5宇

1-

't，!O"'1 

、帳、リ

3支仏岬守

金書、話汁

る，~真向14E苧
'9 ~'~~ウ
.j，φワサ

失府、 '9 Ji..23ゥ

手i山寺ω| t堆4.~¥" ~オ

主!τ主ロー 3.31.守

告と 3，3守

主主3，1{Jl才

葦宇葉通知 2，13'7

乙 i夏、号車輪 3付

金義 3，付

与~ 2，25'7 

'L.I i桃山オ

(1) 斜 {ι 空け)(J<;J符零t;U(設tl治加)x匹妙b ーヲ 2，1.2、(2.2)b， 

{立3 表全(2，21;ウくーを〉、‘今人i通以然ネ参為之案全〉は〕叉潟七万(割、i識とけ
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S除

rrti師甘T念、就篇注者韻考

(3) 桧 ( 3. 2b才、簿一名簿妾ip歩十品也)(広]鉾Bi!，ゆ(羊tl向田).友切上宇「式j.J I~ 

「七」〈平• .q;.字).，t長川、.

イFえ摂

一
麻聞 、鳥開 ネ再開

特 帝ぢ差茎2.23才

従 材夜持3.3ワ4

J平ι 之夜尖1お

ネ石/.26才

三主 帝者具余川十 イ毎夜賞2.17オ

千 モ者斜J付

(1) 貰 ( 2. 1マオ)[広]昨夜七万(常事馬l旬三)又令予告い'71 ~ 2.1.2.(2.1.) e. 

枝摂

;青問 青事問 互渉開 J昔閉

宅f甲 卑ゑ非 2.11才 l沙亦壁 3叫

l 見 1~ 扉 3帥 す壁 z半M33.1? 
i寺甲 匹ホ僻 3帥

Jt'f 頻ホ枠f/..18才

扶ホ蹄日付

未
/.21ウ

方Z 令 3.23.:f
供33ク

央官 号貞枝 3.39'
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.Itたえ.''''l ;~I} ff.'é 'tt 

キ青 按時，5，13;1

:青 i |七本きか071

従| i才除。粘?
1ヒ l時吋

。広報時4早急己
利 i 静iiι 鳴ιI'ff~

ア年笥 J色、

身十

守; 10結実JIミ11'-I it，jf 0実/帥
常|村重出!

法，~ I，:Uウ

三子 |号本法

え亨 JB n 327 
官主守 Z司祭ぬ

度開 投開 攻問 干宮崎

常乙 す内部 λ3?才 すA丙静λ椛

キ方主?才 キ方主?才

1.乙 号「不 係、るウ 守幸て 日付

令割安3，12"7 警整3./2ウ

?案じ 去 i奇去Uに2‘18;もr 
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). 

ffii師r'i急就篇注音傾考

疑乙

(1) 壁 ( 3. 3?オ)[幻 Jl:.激七万(暫錫l間四) づ 2.2.1.(5) 

{紘}2.18;J' 

z戟綻 2.18'7
青i芝 14逆2.18'7

(2) 伊予(3.ωウ、J耳俳写之，t也)比1号撃t)](渉生以前田)X7FJi宇切

(3) ネ方 ( /.J?t. ~m，-.n (地名>)C広]t官七万(守浅間こ).リ市-b主 I'[ .t、「丙~-1t手主

4昔4丙又号「丙 J ヒ主主る.

(4) ネ:t(/. 3?才.cf. (3)) (;l:.1 cf. (3) 

省摂

，l、問 才丞開 :を開 干質問

末 』目L 二ι九久ぃi、占をえ 才i 

1A丈 丑カ企さ 4叫

精 T~V 舟V 3./3オ

iえ 疾?麦縄 2./7才

主主 す告菩 2.2./7

す色平告 3叫

」主ー 、七尖1)
平 そ-'-> X 3.23ウ

昌 天詮棉.3.31'7

先古 T14連株3叫

害 幸，害、勝;z;
手 以i登~$..3 13 す℃液3.357
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北大企:ヤ:日1¥紀咲

(1) 支 ( 3，23ウ)(ノ与]之石七，;q(章子l前三〕又之夜七万 ーヲ 2，22，(2) 

i末技

(長 1妄 うに 詩

常乙 筆錦葉3，/ウ

失v 竹林格z吋 竹立言者1/.，2b才

j青 村林常3，9ウ

，f~ 苛寺金草3叫 青ヨd予習2叫

生 中林参川オ 色入金及

芋 之林達式'1.277 章特:tt3，/材

成;227?
1f，IO'7 

甚ヰ /， 2~ "J

定胃吉 天幕、本3州

日 す士イ壬/且0ウ 人未キ壬2助

千 T j毛金字3お

L乙 す12、j及a川

をマ oJ.主音1"21¥J ¥，作品 生rJL。虫色μオ

乙其今本与 11ウ J普及。笠~ 1，<，3オ

す琴本，!-，//ウ

来}z. 於錦炊事 36ウ
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産自ー師，Ij急就1市注音器i考

(1) 革(3. ~ウ)(広〕咋迄切(従伶 l町田〕ス昨盟、徐林こ七万 ーヲ 2.1.2. (2.2.)巴

成、技

主主 玉東 豊主 葉

暫乙 B4Uドイ1~定 員Hミ乙弘32'7

本 カFき企fそ3.3オ R 千年金大3削

す廉+札 β

荻 3.15ウ

f散 ま丈j奄鈷li吋
j畳、 直朝E月寒3.23

世E ぇ朝L議1./3才

女幸正義/.3付

生:，43吟

持 子息繊3帥 。広報「銭JI'1'F~

j青 七生主~3.10'7 

{え Tj平常 3竹 自主夫繋 3帥

~ ;t 畠日毛衿 2.26オ 尺ち祷 2叫

~色搾 μ7~

子 余耳、問 /.J/，ウ

幸平 E本金す3.3オ -t-閃桧iJO?
主;右鈷 3.11-オ
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市
宮紀
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1
1
1

部

;

惨女大bb
 

z
S
4
5
 

(1 J 鈷(3.吠鈷〉託銀資汁場糸約加e.;えもw(寄金急関心スイ也協+..1J

(2) 検 (J.IOウ)[幻烏.:¥f;+..1J¥ 1.主主尚三) ~立はく 2. 1.)ふ

まち核実夏

摂通

東 萱 iゑ J霊

繋 方f支干支2叫

コケ六鴇!l.117

事長2吋

f支l)仏3S{

轄主33

号?鼠 .3./7 

.i. すf天華民主的

率 す後 j藍ω 才

失百 竹イ十キ仏I?'J 校六 2.11* 

限イキ 中川才 今t;え3.2o..t

{え を荻全壊い

羊 七六 /.33オ

え ノ号六草寺川6~
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;主|会予 雪山3ウ

議

1警;

符本縫2.~1'J

;後 大瀧 £iL38222主747る4ウ3宇~ 

きま
3争子z-j主的
議 3材

守政ネ保 J.宇'37

;t 4二本 jゑ3，18ウ

七恭挨 H37

f主と

JfF {余音色議う紛

ぷ早主ー

害 f基本各3宇0，/

g 韓 3.36;7

千

軍 号エF堂

景j

むWilI11i急車主総設官Iftl考;

?言

丈支脅しゅ

す縦泉川オ

才飛 {えヂ立iオ

散殺J的

持lJ長韓 3.30ウ

勇喜勇利79

。1主官室 41，作争

於用 7まけ1'/
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許六苔.3，1/.'7

才千六莫 3け

士号

ヰこ谷大 ， 1.15ウ

許五， J夏2材



jとた'}(i、許緩急1艇

(1) 伐(t，I.，3，才)[山海??七J7(.t還問Z三)Y.，:f主'ttn 寸:2.1，2，(1)
(~) 蛾(3. 2 オ‘一一躍怒れ、込書Ilp~トt1r持鏑也若手主主金狭量殺) [Ji.)作ネ七?J(特急

帰国) ~ 2，1.2ベ2，[')己(j脅主主制〕

(3) 議(If.けはす〉、爽.;制、父之3主主1'1強制 (A1刊七草{精用会鞠). 

〈 ι主各Hîやま荷 v 十銭骨~;後..1 ) I ~ Iまr子用11..7..子容-A.J l: A.H‘ 

く紛 争誌は、26ウ‘持之骨電波宮機〉は)JJ音色tJJ(;翻意令五〉工皮品工‘カ釜ニユ七万

よ 技

脅女賂 ノモ熊 半開

L 島主主義、3.1.~

電 t-1美林立制

買え 民堅J哨

基j 於税率ミμ:，1&才

{款ふ え4ト 奉令

t警 教え斐1，3V.{

う手 4~ 私的

J't 扶味安Jぷウ

't-ft色耕μ?才

境 言午t~草 3.3ft 

(1 ) 林 (立。'llfオ思号室林泰寺免待露窓)(止3オ1ft)1(5脅威令ぶ〉

通 報
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Ilfinlli Ili:~\書記総 IHNíll 母

，妻、 f$f 

求 カ 号室3、川 了i議 j寮Il

す間月議If.'1.t 

夫E Ts持].26'1 ?歩1号、落

fj1， )企EL 青 山 忍る持 2.1オ
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